
　いのちを育み、いのちを繋ぐ、日本で一番小さな農業高校。
土づくりを大切にした有機農業教育を実践しています。広大な森に囲
まれた、自然豊かな環境が特徴です。
　今回の保養キャンプでは、同窓会館をは
じめ、石釜、ログハウス、家庭科室、図書館、
教室など、たくさんの素敵な施設をお借り
しました。
　また、校長先生のお話、愛農生によるキャ
ンパス案内、野菜の収穫体験、牛の乳しぼり

見学、ヤギ・鶏・豚のエサやり、朝市など、多大なご協力をいただきました。
　貴重な無農薬のお米、大豆、梅干し、味噌、愛農生の育てた野菜のご寄付や心温まるお手
紙もいただき、本当にありがとうございました。

　これまでキャンプに参加した子どもたちの
中で、夜ぐっすり眠れない、落ち着きがないな
どの姿が多く見られたこともあり、昨年から
シュタイナー教育の手法を取り入れて日々を
過ごしています。

シュタイナー教育に学んで

愛農高校・愛農会の皆さま、ありがとうございました

シェアタイムで分かち合って 

　3.11 から今までの思いをシェアする大切な時間。つ
らかったこと、今も不安に思っていることなど、たくさ
ん語りあいました。
・私たちが住むところは、汚染がひどく、ホットスポッ
トと呼ばれるところがたくさんあります。

・子どもは土に触れ、自然の中でのびのび遊びながら成
長してゆくのに、その一番大切なことができなかっ
たり、不安を抱えて過ごしたりしなければいけない
のはつらいです。

・放射能の汚染はこの先も続くのに、汚染が年々人の心

からなくな
り、過去のこ
とになってし
まうのが一番
怖いです。

・福島に残るためには、放射能を排出できる体を食事や
運動で作る、そして時々保養に出て子どもを守って
いくしかありません。

・保養は子どもたちのためにまだまだ必要です。これか
らも存続することを切に願います。

◆大きな家族、きょうだいのように過ごす
　食べること、遊ぶこと、眠ること。
　大きな家族だからこそいろいろな子どもの関係性が生まれて
くる。くらしの中で上の子は下の子を助け、ともに学び、育っ
ていきます。

◆子どもはくり返しが大好き
　同じ時間のくり返しの中で、毎日が流れていきます。
　朝と夜のお集まりでは、歌や手遊び、リズム遊び、お話を楽し
みます。くり返しの中で、自然と育まれる安心感、深い心地よ
さ。子どもの内側にある呼吸のようなリズムを大切にしてい
ます。

◆大自然の中で遊ぶ
　木登り、かけっこ、水遊び、土遊び、自然の中で全身の感覚と想
像力を使って遊びます。室内では木のおもちゃで遊んだり、自
分たちで遊びを考えて楽しみます。シュタイナー教育では子
どもを見守り、待つことを大切にしています。


